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め、妊娠 31 週の時点で前医に紹介、AFI 
(amniotic fluid index) 40cm と 高度羊水過多
の診断で当院へ紹介となった。羊水量は進行性
に増加し、妊娠 32 週 5 日の入院時点で AFI 
は 60cm に至っており、3 回の羊水除去を要し
た。胎児エコーでは上部食道の拡張は否定でき
たものの、咽頭部には嚥下羊水像が全く見られ
なかった。妊娠 36 週 6 日選択的帝王切開術を
施行し、児は 2556g、アプガースコア 1 分値 3
点、5 分値 3 点で出生。肉眼的に小顎、小口、
左右癒合する耳介低位を認めた。挿管困難のた


















の増加（AFI: amniotic fluid index 28cm、羊
水ポケット 8cm）がみられ、妊娠 31 週 5 日
に近隣の総合病院に紹介された。その時点での
AFI は 40cm であり、妊娠 32 週 5 日 精査目
的で当院に紹介受診となった。初診時、子宮底





血糖 84 mg/dl、HbA1c 5.4%と耐糖能に異常は
なく、不規則抗体は陰性であった。（表 1） 
 入院時より頻回の子宮収縮を認め、リトドリ
ン塩酸塩 67 ㎍/ml を開始した。入院当日に羊
水穿刺（1 回目）を施行し、羊水 1200ml を除
去した。AFI は 60cm から 55cm に減少するも、
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続け、計 3 回にわたり４L 以上の羊水を除去し
たが、AFI は 60cm 以上で経過した。なお胎
児発育は、-1.0SD 前後で推移し良好であった。 
表 1 入院時血液データ 
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5.4 Na(mEq/L) 137 TP 抗
体 
- 
  K(mEq/L) 3.9 RPR - 











 妊娠 37 週 5 日、選択的帝王切開術を施行。
児は 2556g の女児でアプガースコア 1 分値 3








気道確保までに約 1 時間半を要した。 
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図 1 頭部 3DCT（正面） 
 





































で 2002～2016 年の 15 年間に 24 症例が報告





症例も 3rd trimester にはいって羊水過多が出
現し、4 回にわたる羊水除去を必要とした。 
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2D エコー所見による診断は半数の 5 例で、残




















10 例中 4 例で帝王切開が選択されているが、
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表 2 本邦での無顎症報告例（医中誌 2002-2016）（上段：胎内診断あり、下段：胎内診断なし） 
 羊水過多 
出現週数 
羊水量 出生時週数 出生時 
体重 
分娩様式 胎 内 診 断
の有無 
転帰 
川邊ら(2015)8) 28週 AFI 40cm 30週 3日 1304g VD あり 死亡 
諏訪ら(2013)9) 26週 AFI 34.5cm 31週 6日 1342g VD あり 生存 
小泉ら(2013)10) - - 34週 6日 1214g VD あり 死亡 
浜名ら(2005)11) 34週 過多+ 36週 1日 1554g VD あり 死亡 
中野ら(2006)12) 30週 過多+ 36週 1日 1838g CS あり 生存 





牧野ら(2002)14) 30週 数回除去 35週 2日 - CS あり 死亡 
上村ら(2003)15) 33週 過多+ 35週 6日 - CS  
EXIT 
あり 死亡 
安尾ら(2011)16) 23週 AFI 26.9cm 37週 3日 2454g VD あり 死亡 
服部ら(2016)17) 30週 2.5L除去 32週 3日 1210g VD あり 死亡 
小泉ら(2013)10) - 過多+ 37週 3日 2572g VD なし 死亡 
内田ら(2008)18) - 過多+ 29週 6日 1170g CS なし 死亡 
浜名ら(2005)11) 30週 過多+ 31週 5日 1014g CS なし 死亡 
浜名ら(2005)11) 28週前 過多+ 33週 3日 2100g CS なし 死亡 
浜名ら(2005)11) - - 15週 0日 46g VD なし 死亡 
牧野ら(2002)14) 26週 数回除去 36週 0日 - CS なし 死亡 
山城ら(2000)19) 21週 4回除去 35週 5日 1802g CS なし 生存 




29週 AFP 14cm 33週 2日 - CS  
EXIT 
なし 死亡 
28週 過多+ 31週 3日 1396g VD なし 生存 
須藤ら(2004)23) 28週 過多+ 34週 5日 2252g VD なし 生存 
野々下ら(2004)24) 23週 8回除去 
計 13L 
36週 2日 1944g CS なし 生存 




新濱ら(2005)26) - - 29週 - CS - 生存 
自験例(2016) 27週 AFI 60cm 37週 5日 2556g CS なし 生存 
-：記載なし  
AFI: amniotic fluid index、AFP: amniotic fluid pocket、 MM 双胎:1 絨毛膜 1 羊膜双胎、
VD: transvaginal delivery 経腟分娩 CS: cesarean section 帝王切開 
EXIT: ex-utero intrapartum treatment 臍帯非切断下胎児気道確保術 
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